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震災後の生活

地理院地図を使用

10km

大垣町で、震災のため母を失った父子
（岐阜県図書館蔵「濃尾大震災写真」－大垣町家）

わずかに風雨をしのぐことができる所では、父と子どもが食事を取っているよう

である。かつてその道具を使い、食事の用意をしたであろう子どもたちの母親は

いない。・・・

自分の目の前で、なすすべもなく肉親を亡くした者の

心を癒やすことは、至難な技である。

震災は、物だけでなく人々の心にまで大きな痛手を残

したのである。

（岐阜新聞社(1991)：写真で見る濃尾震災－実態とその復興－）

濃尾震災から１２９年
～防災を考える講話上映とパネル展～


